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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年5月14日に公表した平成20年3月期（平成19年4月1日～平成
20年3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

 
１．平成20年3月期中間連結業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成19年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １４，５４０ ５８０ ６６０ ３００

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １４，８９０ ３４０ ５２５ △６０

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３５０ △２４０ △１３５ △３６０

増 減 率            （％） ２．４ △４１．４ △２０．５ －

（ご参考） 
前期実績（平成18年9月期） 

１５，８４１ ６１２ ６８８ ３８３

 

２．平成20年3月期中間業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成19年9月30日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １３，７７０ ４９０ ５７０ ２７０

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １４，１８０ ２６５ ４６０ △１００

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ４１０ △２２５ △１１０ △３７０

増 減 率            （％） ３．０ △４５．９ △１９．３ －

（ご参考） 
前期実績（平成18年9月期） 

１４，８２８ ５４０ ６１４ ３４３

 



３．平成20年3月期連結業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３０，０００ １，２９０ １，３６０ ６００

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３０，０００ １，２２０ １，３９０ ４７０

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ― △７０ ３０ △１３０

増 減 率            （％） ― △５．４ ２．２ △２１．７

（ご参考） 
前期実績（平成19年3月期） 

２８，８３８ １，２２２ １，３４０ １７６

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）62円12銭 

 

４．平成20年3月期通期業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２８，５００ １，１４０ １，２１０ ５５０

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２８，５００ １，０５０ １，２３０ ３８０

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ― △９０ ２０ △１７０

増 減 率            （％） ― △７．９ １．７ △３０．９

（ご参考） 
前期実績（平成19年3月期） 

２６，６３９ ８９６ １，０１３ ２６１

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）50円21銭 

 
５．修正の理由 

 当中間期の業績につきましては、不動産分譲事業において建築基準法改正の影響により事業化

が遅れていることや、物件の販売が下期以降にずれ込んだことにより売上利益とも計画と乖離が

生じました。一方、ビルメンテナンス事業において、売上は順調に推移していますが、価格競争

の激化、人員の確保のための経費が増加したことにより利益率の低下を招いています。介護事業

においても、計画より入居者の確保が遅れているため収益の改善が遅れている施設があることな

ど、計画との乖離が生じました。 

 また、たな卸資産に関する繰延税金資産の回収可能性について、現状の販売実績などを考慮し、

見直しを実施しました。 

 通期の業績につきましては、今後、不動産分譲事業において販売が増加することや、ビルメン

テナンス事業他での新規案件が軌道に乗ってくること、原価削減の取り組み、その他諸要因を総

合的に勘案し、上記のとおり業績予想を修正いたします。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものであります。 

実際の業績は、今後の様々な要因によって異なる場合があります。 

 

以 上 


